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正副会長会議 

総務委員会 

関ト協大会実行委員会

　８月２０日（木）、茨城県トラック総合会館にお
いて、令和８年度第２回正副会長会議を開催しま
した。
　下記の議題について、審議しました。
　
　【議題】
（１）	協会組織のあり方について
（２）	その他

　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館にお
いて、令和８年度第２回総務委員会並びに第 1回
適正化事業運営委員会合同会議を開催し、茨城県
で開催予定の第６９回関東トラック事業者大会、
トラックの日ＰＲ事業、会員の新規加入・退会、
令和９年度トラック関係施策に関する要望書等に
ついて審議し了承され、理事会に上程することと
なりました。
　また、施設売却検討委員会について報告がありました。

　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館において、第６９回関東トラック事業者大
会実行委員会を開催しました。
　下記の議題について審議し、了承されました　
　
　【議事】
（１）大会運営について
（２）その他
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理事会 

　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館にお
いて、令和８年度第２回理事会及び各部会長合同
会議を開催し、提出した議案について審議し、原
案のとおり承認されました。
　また、理事会終了後に小倉会長より「最近の物
流に関する法改正について」及び「茨城県トラッ
ク協会の現状と課題」について講話がありました。
【審議事項】
（１）第６９回関東トラック協会事業者大会について
（２）トラックの日ＰＲ事業について
（３）会員の新規加入・退会の承認について
（４）事務局長の任免について
（５）令和９年度トラック関係施策に関する要望書について
（６）令和９年度貨物自動車運送事業等に関する要望書について
（７）第３１回全国トラック運送事業者大会について
（８）令和８年度荷主セミナーについて
（９）令和８年度役員及び優良従業員表彰式について
（10）令和９年賀詞交歓会について
（11）荷主向けトラックドライバートイレ利用問題チラシの作成について
【報告事項】
（12）定款第 22条に基づく業務報告について
（13）施設売却検討委員会について
（14）緊急用通行車両の事前届出について
（15）「交通事故・労働災害防止大会」開催計画書の提出について
（16）令和８年度各支部における福利厚生事業に対する助成について
（17）令和８年度事故防止コンクールについて
（18）各種講習・セミナー開催予定等について
（19）令和８年度安全性優良事業所申請状況について
（20）今後の主な予定について
（21）第６２回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会について
（22）令和８年度茨城県産業安全衛生大会について
（23）陸災防茨城県支部の主な活動状況について
（24）その他
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支部事務局担当者会議 

自動点呼＆物流ＤＸ活用セミナー

災害物流専門家研修

　8月２７日（木）、茨城県トラック総合会館において、令和８年度第１回事務局担当者
会議を開催しました。
　今回は、各支部のトラックの日ＰＲ事業の内容、交通事故防止コンクール、各種セミナー・
講習会開催計画、正しい運転・明るい輸送運動及び年末・年始輸送安全総点検運動に関す
る広報活動等、当面の諸課題等について事務局よ
り説明があり、その後、意見交換が行われました。

【主な議題】
　(１) トラックの日ＰＲ事業活動について
　(２) 当面の諸課題について
　(３) その他

　８月２１日 (金 )、茨城県トラック総合会館にお
いて、「自動点呼＆物流ＤＸ活用セミナー」を開催
し８０名が参加しました。
　展示会では、物流DX対応の IT 機器、運送業向
け各種システム等を扱う国内２４社が出展しまし
た。
　また、物流企業・メーカー４社にて「運送業専
用 勤怠管理・運行管理システム」から「業務前自
動点呼＆輸送デジタルプラットフォーム」と題し
て講演が行われ、会員事業者が気軽に参加できる
有意義な機会となりました。

　8月２５日（火）、茨城県トラック総合会館研修
室において、「災害物流専門家研修」を開催し、茨
ト協会員事業所、各支部事務局及び国や自治体の
職員併せて５２名が参加しました。
　研修会では、ＮＸ総合研究所の椎名博幸氏、佐
伯剛氏を講師に、災害物流専門家に求められる基
礎知識や自治体との支援物資関連体制の仕組み重要性などを学びました。
　研修終了後、受講者全員に修了証が交付されました。
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取適法とトラック適正化二法等最新取引ルールの説明会を開催

　８月２５日（火）かみす防災アリーナ（神栖市）、８月
２８日（金）Ｌ ‘ ＡＵＢＥ（土浦市）において、「取適法とトラッ
ク適正化二法」等の最新取引ルールの説明会を茨城県共催
により開催しました。
　物流業界では「２０３０年問題」への労働環境の改善が
急務の中、荷主企業とトラック運送事業者間における取引
の適正化を図るために「中小受託取引適正化法（取適法）」
が改正され、本年１月１日より施行されました。また、トラッ
ク適正化二法の一部も４月１日に施行され、いずれも「知
らなかった」では済まされない今回の法改正のポイントに
ついて説明会を開催しました。今回は前回６月開催に引き
続き、各会員及び荷主・元請の多くの方へ周知するため鹿
行地区及び県南地区で開催し、７７社１１５名の方が参加
しました。
　説明会の第１部では、公正取引委員会企業取引課上席の
武田雅弘様及び管理官補佐の小林史典様より「物流業界に
おける取引適正化の取組」について、第２部では、国土交
通省関東運輸局茨城運輸支局長の田中幸久様より、「トラッ
ク物流問題の背景・課題 法改正」について、それぞれ図解
や取組事例をふんだんに盛り込み大変分かり易くご講義を
いただき、後半は実際の物流・トラックGメンの方々から
活動内容をご紹介いただきました。最後に第３部として、
事前にいただいた質問をもとに、質疑・応答を行いました。
　また、次回の説明会は１０月２日（金）、茨城県トラック
総合会館において実施予定としておりますので、多くの方
のご参加をお待ちしております。
　説明会開催にあたり、ご協力いただきました関
係各位に厚く御礼を申し上げます。

小林公正管理官補佐

田中茨城運輸支局長

横川 物流・トラックＧメン

会場風景
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委員会・部会だより

【第１回トラック運送業界の将来を考える特別委員会】
　　
　８月２６日（水）、茨城県トラック総合会館に
おいて、第１回トラック運送業界の将来を考える
特別委員会を開催しました。
　まず小倉会長より、委員会設置の趣旨について
説明をした後、今後の進め方として、流通経済大
学流通情報学部教授の大島弘明氏が座長となり、
委員それぞれから自己紹介を兼ねた会社ＰＲを行
いました。今年度は４回開催する予定で進めて行
きます。

　【議題】
（１）	自己紹介
（２）	今後の進め方について
（３）	その他

【女性部会】（飯島智佳子部会長）
　　
　８月２０日（木）、茨城県トラック総合会館に
おいて、第２回役員会を開催しました。
下記議題について、審議しました。

〈議題〉
（１）行事予定について
①交通安全キャンペーン（9/24）について
②全国研修会（9/25）について
③視察研修会について
④関東ブロック女性協議会研修会（11/6）について
⑤異業種交流会
⑥勉強会

（２）その他
①令和８年度行事予定について
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協会だより

【【再再案案内内】】管管理理者者向向けけ教教育育研研修修会会のの開開催催ににつついいてて    
 

貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針の

項目・内容の追加、初任運転者に対する教育時間の内容などが改正され各事業所におい

て指導監督を実施して頂いていると思いますが、近年の国土交通省の監査において指導

教育不十分との指摘が多く発生しております。 

そこで、茨城県トラック協会では管理者向けの標記研修会を下記日程により開催いた

します。参加ご希望の方は、申込書をご記入の上、令和８年度９月２１日（月）までに

ＦＡＸまたは、セミナー予約システム『https://seminar.ibatokyo.or.jp/』にてお申込

み下さい。 

 

記 

 
１. 開催日時 

 開  催  日 実施時間 

第１回 
【基礎編】令和８年９月２９日(火) 

【応用編】令和８年９月３０日(水) 

９時～１６時 

受付８時３０分より 

 

※研修会は基本【基礎編】【応用編】の２日受講となります。片方のみ受講はできません。 

※応用編は、屋外での実技もありますので手袋・雨具・防寒具等は各自でご用意ください。 

 

２. 場  所  茨城県トラック総合会館 研修室 

 

３. 内  容  

国土交通省告示１３６６号に基づく、運転者に対し行う指導内容及び指導方法につ

いて解説、各社で行う月々の乗務員教育及び初任運転者特別教育にお役立て頂けます。

運転者教育についてお悩みの方、指導方法が分からない方、より良い指導方法をお探

しの方などこの機会に是非ご参加下さい。 

４．受講者枠  ５０名  ※定員になり次第締め切り 

 

５．注意事項 

・県内の感染症発生状況により、中止になる場合がございます。 

・昼食は、各自準備願います。 

                                                                                               

６．問合せ先   

茨城県トラック協会 業務部 飯島・中村  電話：０２９－３０３－６３６３ 
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管管理理者者向向けけ教教育育研研修修会会参参加加申申込込書書  

 

令和  年  月   日 

 

 

茨城県トラック協会 あて 

ＦＡＸ：０２９－２４３－５９３６ 

 

受講希望日 
※希望日に〇を 
つけてください 

開  催  日 

 
【基礎編】令和８年９月２９日(火) 

【応用編】令和８年９月３０日(水) 

 

 

会社・営業所名                                             

住  所     〒                                     

ＴＥＬ・ＦＡＸ  TEL               FAX                   

ｍａｉｌアドレス                               

参加者名 

氏 名            役職  

 

参加者名 

氏 名            役職           
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令和８年度健康管理セミナー 

「トラック運送事業者が押さえておきたい健康管理の手法と健康経営」 

の開催について 
 

ドライバーに健康で長く働いてもらうためには、定期健康診断の結果からハイリス

ク者を見つけ、確実にフォローアップすることが重要です。このセミナーでは、改訂

版「健康起因事故防止マニュアル」に基づき、トラック事業者がぜひ押さえておきた

い健康管理の手法として「運輸ヘルスケアナビシステムⓇ」を活用した健康診断結果

のフォローアップの手法を学ぶとともに、全ト協の労働安全・災害防止委員会で取得

を促進することとされた「健康経営優良法人認定制度」について、その効果と取得の

ために必要な具体的な内容に踏み込んで解説します。 

また、「熱中症対策」、「ストレスチェック」、「治療と就業の両立支援指針」につい

ても解説します。 

加えて、誰でも加齢していくという視点から、元気で長く働ける従業員を育ててい

くため、厚生労働省「高年齢者の労働災害防止のための指針」等も踏まえた健康管理

のポイントを解説します。 

つきましては、参加ご希望の方は、申込書にご記入の上、９９月月２２３３日日((水水))までにＦ

ＡＸ、またはセミナー予約システム(https://seminar.ibatokyo.or.jp)にて必要事項

を入力の上お申込み下さい。  

  

記 

 

1.日  時  令和８年１０月６日（火） １３時３０分～１６時００分 

2.場  所  茨城県トラック総合会館 研修室 

3.講  師   ＮＰＯ法人 ヘルスケアネットワーク 副理事長  作本 貞子 氏 

                           保健師   池田 幸代 氏 

4.内  容  (１)健康経営について 

         ・トラック運送事業者に健康経営がもたらす効果 

・健康経営優良法人認定制度の取得に向けて 

(２)押さえておきたい健康管理の手法 

  ・健康診断そして安全配慮措置、治療と就業の両立支援、 

ストレスチェック、熱中症対策 

             ・事例から学ぶ健康管理 

(３)加齢に向き合う従業員に必要な健康管理 

・高齢及び加齢に向き合う年代の従業員の健康管理 

・加齢に伴う心身の変化(目、耳、認知、身体機能)、 

雇用延長の際のポイント解説 

5.受講対象者  経営者及び運行管理者等 

6.受講者枠   ３０名（先着順。定員になり次第、締め切ります。） 

7.その他    ※２０２７年度Ｇマーク申請及び更新時の加点対象のセミナーとなります。 

(管理者 1点、運転者 3点) 

    

   

◆問合せ先      茨城県トラック協会 業務部  猪瀬 

電話：０２９－３０３－６３６３ 
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茨城県トラック協会 業務部 宛 

ＦＡＸ：０２９－２４３－５９３６ 

 

令和８年  月  日 

 

令和８年度健康管理セミナー 

「トラック運送事業者が押さえておきたい健康管理の手法と健康経営」 

参加申込書 
 

会社名・営業所名 

 

会社所在地 

〒 

 

電話番号/FAX番号 

 

メールアドレス 

 

所属・役職 

受講者

① 

 

受講者

② 

 

氏 名 

  

事事前前にに質質問問ががあありりままししたたららごご記記入入くくだだささいい  

 

〈〈締締  切切  日日〉〉  令令和和８８年年９９月月２２３３日日（（水水曜曜日日））  

  

※※たただだしし、、定定員員ににななりり次次第第、、締締めめ切切ららせせてていいたただだききまますす。。  
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行政等だより

重大事故を防ぐため、
適切な点検整備の実施を！

ディスク・ホイールの取付状態

タイヤの空気圧

タイヤの亀裂・損傷
ランプ類の点灯・点滅

タイヤの溝の深さ

バッテリ液量の量
冷却水の量

ブレーキ液の量

エンジン・
オイルの

ウインド・
ウォッシャ液

エンジンのかかり具合

ブレーキの踏み

駐車ブレーキ

しろ（踏みしろ）

エンジンの
・加速状態

ワイパーの拭き取

力

ろと効き具合

大型自動車は、事故が起こると重大な被害につな
がりかねません。
日頃の点検整備を徹底し、安全な車社会の形成に、
ご協力をお願いいたします。

ナットが締る方向に叩く

○点検ハンマ

いずれかの方法で、緩みがないか日常的に確認しましょう。

きちんと締め付けを行っても、
走行すると
必ず緩みが発生します
（初期なじみといいます）。
50～ 100キロほど走行したら、
規定トルクで増し締めを。

十分な締め付け力を得るため、各部を清掃後、
赤色の箇所に潤滑剤（エンジンオイル等）を
薄くぬってください。

清掃し、潤滑剤を塗布してもスムーズに回転し
ない場合は、ナットを交換してください。

◦増し締め

車輪脱着時日常点検時

◦清掃・潤滑剤の塗布

劣化がひどいものは交換を！

◦ゆるみの確認

○マーキング ○ホイールナット
　マーカー

事故件数は、近年増加

車輪脱落事故啓発動画より（R2. 国交省作成）

車輪脱落のことが
詳しくわかります

動画URL

歩行者にぶつかれば
大事故になりかねません

緩みなし状態

左右のホイール・ナットが
緩んだ状態

締付け順序
8本ボルトの場合 10本ボルトの場合

規定の締付トルク

1 1

2

3
9 5

6 10

7
8 4

2

3 4

5 7

8 6

打音点検 目視点検

0

20

40

60

80

100

120

140

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31/R1 R2 年度

（件） 発生件数（件） うち人身事故件数（件）

15
1 12 3 3 424
19

45 41
56

67
81

112

131

以下に特にご留意を！ 
※ISO規格の例のみ示しています

重大事故を防ぐため、
適切な点検整備の実施を！

ワッシャー

平面座
ホイール・ボルト

ワッシャー付
ホイール・ナット

潤滑剤 潤滑剤

ナットとワッシャーの間（摺
しゅうどうぶ
動部）に、

潤滑剤を忘れず塗ってください！

大型自動車の車輪脱落事故

大型自動車（事業用・自家用）に乗られる皆さんへ
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●自動車の点検・整備のことが詳しくわかります。

■推進：国土交通省  自動車点検整備推進協議会　■後援：内閣府  警察庁  環境省
■協力：独立行政法人自動車技術総合機構　軽自動車検査協会　独立行政法人自動車事故対策機構
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会　一般社団法人 日本自動車工業会　一般社団法人 日本自動車販売協会連合会　一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会　日本自動車輸入組合　一般社団法人 日本自動車連盟　一般社団法人 全国自家用自動車協会　公益社団法人 日本バス協会
公益社団法人 全日本トラック協会　一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会　一般社団法人 全国レンタカー協会　一般社団法人 日本自動車タイヤ協会　全国石油商業組合連合会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会　公益財団法人 日本自動車教育振興財団　一般社団法人 日本損害保険協会　全国共済農業協同組合連合会　全国労働者共済生活協同組合連合会
一般社団法人 日本自動車部品工業会　全日本自動車部品卸商協同組合　全国自動車電装品整備商工組合連合会　一般社団法人 自動車用品小売業協会　一般社団法人電池工業会
全国ディーゼルポンプ振興会連合会　日本自動車車体整備協同組合連合会　一般社団法人 日本自動車車体工業会　全国タイヤ商工協同組合連合会　全国自動車部品販売店連合会
一般社団法人 日本自動車部品協会　全国オートバイ協同組合連合会（順不同）

大型自動車の点検整備・車検と事業用自動車の行政処分

事故はバス・トラックともに発生しています
が、特にバスでは、乗客を巻き込む重大事故
につながりかねません
下記のような前兆が見られたら速やかに停車
し、異常の有無を確認してください

異常箇所 症　状
加速 普段より加速しづらい・減速しやすい

ブレーキの効き 普段より効きづらい

振動 ハンドルが異常に振動したり、ハンドルを取られたりする

音、臭い 聞き慣れない音がする

ゴムや樹脂が焼けたような臭いがする

煙 白煙や黒煙が発生している

電気機器 異常な作動を起こしたり、ヒューズが切れたりする

警告灯 警告灯が点灯する、警報ブザーが鳴る

車両火災のことが詳しくわかります

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/
tenkenseibi/tenken/t2/t2-3/

行政処分基準（令和2年3月時点）

＜初違反＞：	警告	〜	10日	×	 違反台数
＜再違反＞：	5日	〜	20日	×	 違反台数

②	定期点検整備の未実施

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

12
か
月
点
検

12
か
月
点
検

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

３
か
月
点
検

車検 車検

＜初違反＞：	警告	〜	 5日	×	 違反台数
＜再違反＞：	3日	〜	10日	×	 違反台数①	日常点検の未実施

車両火災
事故
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中 企 第 6 7 8 号  

令和８年（2026 年）９月１日  

 

 各関係団体の長 様 

各事業者    様 

茨城県知事 大井川 和彦  

 

適切な価格転嫁等への協力について（依頼） 

 

 日頃より、本県行政に対し特段の御理解、御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、物価上昇を上回る賃上げを実現し、経済の好循環を実現するためには、適切

な価格転嫁を通じて、原材料費や労務費などの様々なコストを反映させた適正な価格

設定をサプライチェーン全体で定着させることが重要です。 

本年１月１日からは、協議を適切に行わない代金額決定の禁止などを盛り込んだ改

正下請法（取適法）が施行され、現在、国全体で適切な価格転嫁の実現に向けた機運

が高まってきております。 

とりわけ、毎年３月と９月は政府が定める「価格交渉促進月間」となっております

ので、この機会に適切な価格転嫁に向けた交渉を実施していただくとともに、「パー

トナーシップ構築宣言」への積極的な参加について、これまで以上に御協力いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

県におきましても、適切な価格転嫁に取り組もうとする事業者を支援するため、価

格転嫁に関する専門の相談窓口を設置するとともに、中小企業診断士を無料で派遣す

る伴走支援を実施しております。価格転嫁に関するお悩みなどがございましたら、お

気軽に相談窓口まで御相談ください（別添チラシ参照）。 

また、中小企業診断士が価格転嫁を実践するためのノウハウや価格交渉のポイント、

専門家による伴走支援の取組みなどを解説するセミナーを随時開催しておりますの

で、下記の県ホームページを参照の上、ぜひ御参加いただきますようお願いいたしま

す。 

貴団体におかれましては、会員事業者へ本通知について御周知くださいますようお

願いいたします。 

 

【参考ホームページ】 
○ 茨城県ホームページ（価格転嫁相談窓口、専門家派遣、セミナー等） 

https://www.pref.ibaraki.jp/shokorodo/chusho/keiei/kakakutenka.html 

○ パートナーシップ構築宣言について 

https://www.biz-partnership.jp/ 

○ 価格交渉促進月間について 

https://tekitorisupport.go.jp/topics/gekkan/ 

 

 
【お問い合わせ先】 

茨城県産業戦略部中小企業課経営支援室 

電話：029-301-3550 
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11 18

1995年9月15日、当時高校2年生の息
子は体を鍛えるため元気に出かけていき
ました。しかし帰宅途中、車に跳ねられ人

間にとって大切な脳を損傷しました。傍目では解らない障がい、
高次脳機能障害と向き合い30年がたちました。2000年4月、各
地の当事者・家族が集まり日本高次脳機能障害友の会を設立し、
2001年、厚生労働省による「高次脳機能障害支援モデル事業」
が始まり高次脳機能障害者への支援や社会復帰、交通事故防止
などの活動をしています。

お問い合わせ先 ナスバ安全マネジメントセミナー事務局（株式会社ステージ内）

ナスバ 独立行政法人 自動車事故対策機構

国土交通省

TEL: 03-5966-5778（平日9:00～17:00  土・日・祝日を除く）　e-mail: nasva-seminar2026-secretariat@stage.ac

15:55～ 事業者による取組報告 ❶（トラック）

13:55 ～  特別講演 ❶

16:25～ 事業者による取組報告 ❷（タクシー） 16:55～ 事業者による取組報告 ❸（バス）

『SEIBU RULE』で安全意識向上

高次脳機能障害の息子と共に とり返しのつかない痛恨の極み

第一交通産業グループ　
事故削減取り組みの紹介

事故統計の再構築
「記録から安全に繋げる」

占部　恵司 氏
う ら 　 べ 　 　 　   け い 　  し た に   ぐ ち 　      ま さ   は る う お  た に 　   　   あ き ら

西部運輸株式会社
取締役 安全指導部長

古謝　由美 氏
こ 　 じゃ 　 　 　  ゆ     み

NPO法人日本高次脳機能障害友の会　監事

お     ぎ 　 　  　  な お 　 き

尾木　直樹 氏
教育評論家
法政大学名誉教授
臨床教育研究所「虹」所長

重大事故・構内事故の削減を重点目標に、独自の
運転ルールを軸とした安全教育を実施。「Safety 
Driving Award 2025」で最優秀賞を受賞し、教育シ
ステムが評価されたことを実感。受賞理由「取組み内
容はシンプルで他の企業でも実践できるが、その運
用の徹底度が際立つ」その教育内容をお話しします。

谷口　雅春 氏
第一交通産業株式会社
常務取締役
交通事業統括副本部長

当社グループでは、事故原因を個人の不注意（＝点）
として片付けず、組織的な背景や運行環境、心理
的要因等を含めた「面」で捉えることで再発防止と
未然予防を徹底しています。
誰もが加害者にも被害者にもならない社会を目指す、
私たちの具体的な取り組みをご紹介します。

魚谷　観 氏
神姫バス株式会社
取締役 バス事業部 部長

来年、創立100周年を迎える今、取り組んだのは事
故統計の再構築です。過去を振り返る「記録」から、
明日の安全を自ら「創り出す力」へ。100年の歩みで
得た教訓を、いかに次世代へ繋ぎ、事故の芽を摘む
知恵に変えていくのか。安全運行を永続させるため
の、当社の変革への道のりをお話しします。

法政大学の私のゼミ生４人もの命を一瞬にして奪い、同乗の学生
らに重傷を負わせた軽井沢バス事故。命の重さをいやというほど
味わったこの間、私は、重大事故は単なるドライバーだけの責任
ではない、会社の組織的、構造的な問題が極めて大きいことを
思い知らされた。実は会社の初歩的な安全への意識こそが安全
への第一歩なのだ。

本セミナーは、運輸安全マネジメント制度の更なる浸透・定着を図ることを目的
として開催しており、毎年多くの皆様にご参加いただき、高く評価をいただいて
おります。
本年は、運輸安全マネジメント制度の開始から20年、また軽井沢スキーバス事
故から10年という大きな節目を迎えます。自動車運送事業者をはじめとする関
係者の皆様と安全確保の重要性を改めて共有することにより、本セミナーが安
全管理体制の更なる充実・強化と、現場における課題解決に向けた取り組みの
推進に資する機会となることを願っております。

13:00～17:30（12:00から受付開始）

理事長
中村　晃一郎

主 催 協 賛

後 援

ナスバ
安全マネジメント
セミナー

ナスバ
安全マネジメント
セミナー

第19回

20262026

東京国際フォーラム・ホールB7
東京都千代田区丸の内3-5-1

現地対面 ：3,000円
オンライン ：2,000円

1名様

《会場》

《参加費》

（水）

国土交通省物流・自動車局安全政策課 国土交通省大臣官房運輸安全監理官室

13:35 ～  基調講演 ❷13:15 ～  基調講演 ❶

14:40 ～  特別講演 ❷

公益社団法人 日本バス協会
公益社団法人 全日本トラック協会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
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本セミナーへのご参加は
現地での対面参加 または オンライン配信参加

からお選びいただけます。

第17回セミナーの様子をご覧いただけます！

制度紹介動画はこちら

お申込み要領

○ お申込み開始 ○ お申込みから当日までのスケジュール

○ キャンセルについて

※現地での対面参加は、定員になり次第、
　締切とさせていただきます。

注意事項
● 「現地対面」はお席に限りがあります。
● 「オンライン」はライブ配信です。
● 後日アーカイブ動画も配信します。
　 ※アーカイブ配信は申込形態問わず視聴可能です。

ナスバ安全マネジメントセミナー事務局（株式会社ステージ内）
TEL: 03-5966-5778（平日9:00～17:00  土・日・祝日を除く）
e-mail: nasva-seminar2026-secretariat@stage.ac

東京国際フォーラム・ホールB7
東京都千代田区丸の内3-5-1

ナスバ安全マネジメントセミナーナスバ安全マネジメントセミナー

❶ お申込み

ナスバホームページ（https://www.nasva.go.jp/）からお申込みください。

❷ 「お申込み受付のお知らせ」

自動返信で「お申込み受付のお知らせ」をお送りいたします。

2026年11月12日（木）以降のキャンセルに
あたっての参加料のご返金はいたしかねますので、
あらかじめご了承ください。

※本セミナーは国土交通省認定の運輸安全マネジメントセミナーではございません。

❸ 参加料のお支払いと「MYページ」のご案内

「お申込み受付のお知らせ」内に記載してありますので、
期日までにお支払いください。お支払い完了後に「MYページ」をご案内いたします。

❹ 「参加証」の発行と「セミナー案内」の発送

申込締切後「参加証」が順次MYページにアップされます。
オンライン参加の方には「セミナー案内」を順次発送いたします。

❺ セミナー当日

セミナー当日は❹の参加証を出力してご持参ください。
スマートフォンでご提示いただいても結構です。（オンライン参加の方は、
セミナー1週間前にメールにてご参加方法を案内いたします。）

https://www.youtube.com/watch?v=-BrqjR8n7fM

https://www.nasva.go.jp/
fusegu/mng_gaiyou.html

お申込みはこちらから

第17回セミナー
ダイジェスト動画

アクセスMAP

お問い合わせ先

● JR有楽町駅より徒歩1分東京駅より徒歩5分
 （京葉線東京駅と地下1階コンコースにて連絡）
● 有楽町線有楽町駅と地下1階コンコースにて連絡

第19回

2026年9月1日（火） 9:00から

○ お申込み期限

2026年11月6日（金）17:00まで

ナスバHP
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重点事項をはじめとして、⽇常の労働衛⽣活動の総点検を⾏いましょう
 小規模事業場における産業保健活動の充実
 個人事業者等の安全衛⽣の確保に関する取組
 化学物質による労働災害に関する取組
 労働衛⽣３管理の推進等
 作業内容や働き方に応じた取組
 作業環境の特性に応じた取組

事業者の皆さまへ

ひひととりりひひととりりがが貴貴重重なな人人材材 心心もも体体もも健健ややかかにに
みみんんなな生生きき生生きき健健康康職職場場

全国労働衛⽣週間スローガン

「全国労働衛⽣週間」は、労働者の健康管理や職場環境の改善など『労働衛⽣』に関する
国⺠の意識を⾼め、職場の⾃主的な活動を促して労働者の健康を確保することを目的として
毎年実施しています。

 労働者の健康の保持増進を図るための取組
 ⼥性の健康課題への取組
 治療と就業の両⽴⽀援対策
 職場におけるメンタルヘルス対策
 過重労働による健康障害防止対策
 職場の熱中症予防対策の推進

第77回

準備期間（９⽉１⽇〜30⽇）に実施する事項

厚⽣労働省、中央労働災害防止協会主 唱
建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災害
防止協会、林業・⽊材製造業労働災害防止協会

協 賛

誰もが安⼼して健康に働ける職場づくりへのご協⼒をお願いします︕

都道府県労働局・労働基準監督署

全国労働衛生週間
2026（令和8）年10⽉１⽇〜７⽇ ［準備期間︓９⽉１⽇〜30⽇］

 事業者または総括安全衛⽣管理者による職場巡視
 労働衛⽣旗の掲揚およびスローガンなどの掲示
 労働衛⽣に関する優良職場、功績者などの表彰
 有害物の漏えい事故、酸素⽋乏症などによる事故など緊急時の災害を想定した実地訓練などの
実施

 労働衛⽣に関する講習会・⾒学会などの開催、作⽂・写真・標語などの掲示
 その他労働衛⽣の意識⾼揚のための⾏事などの実施

全国労働衛生週間（10⽉１⽇〜７⽇）に実施する事項
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産業保健総合⽀援センターは、産業保健活動を⽀援
するため、企業への訪問指導や相談対応、研修など
を実施しています。
地域産業保健センター（地産保）では、小規模事業
場を対象に、医師による健康相談などを実施してい
ます。
また、事業主団体等を通じて、中小企業等の産業保
健活動の⽀援を⾏う「団体経由産業保健活動推進助
成⾦」による⽀援も実施しています。
■産業保健総合⽀援センター（さんぽセンター）
https://www.johas.go.jp/shisetsu/tabid/
578/Default.aspx

時間外労働の削減や年次有給休暇取得促進など働
き方改⾰の推進に役⽴つ情報を紹介しています。
■働き方の現状が把握できる「⾃己診断」等
（働き方・休み方改善ポータルサイト）

https://work-holiday.mhlw.go.jp/

■各種助成⾦や無料相談窓⼝の紹介等
（働き方改⾰特設サイト）

https://hatarakikatakaikaku.mhlw.go.jp/top

「従業員の幸せのためのSAFEコンソーシアム」
※ に加盟し安全衛⽣の取り組みを社内外
にPRしましょう︕
※増加傾向にある転倒・腰痛などの労働災害について、
顧客や消費者も含めたステークホルダー全員で解決を
図る活動体です。趣旨に賛同した企業、団体でコンソ
ーシアムを構成し、労働災害問題の協議や、加盟者間の
取り組みの共有、マッチング、労働安全衛⽣に取り組む
加盟メンバーの認知度向上などをサポートします。

■SAFEコンソーシアムポータルサイトはこちら
（サイト内から加盟申請もできます）

https://safeconsortium.mhlw.go.jp/

⾼齢者が安心して安全に働ける職場環境の実現に向
けた取り組みを進めましょう。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/
newpage_00007.html

事業所が⾏っている安全衛⽣管理や、そこで働く
労働者の不安やストレスなど心⾝の健康状態につ
いての調査結果を公表しています。
安全衛⽣管理の参考資料として活⽤するとともに、
調査対象となった際のご協⼒をお願いします。
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/
list46-50_an-ji.html

取り組みには、以下の情報や支援をご活用ください。
産業保健活動総合支援 SAFEコンソーシアム

職場でのメンタルヘルス対策に関する法令・通
達・マニュアル、「ストレスチェック実施プログ
ラム（無料）」を掲載しています。
https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/
anzeneisei12/

メール・電話・SNS相談窓⼝を設置し、メンタル
ヘルス対策の取組事例などを紹介しています。
■働く人のメンタルヘルスポータルサイト
「こころの耳」

https://kokoro.mhlw.go.jp/

メンタルヘルス対策

治療と就業の両⽴⽀援指針や企業の取り組み事例、
シンポジウムなどの総合的な情報を紹介していま
す。
■治療と仕事の両⽴⽀援ナビ
https://chiryoutoshigoto.mhlw.go.jp

治療と就業の両⽴支援

働き方改革

転倒・腰痛予防対策の参考資料を紹介しています。
■「いきいき健康体操」（監修︓松平浩）
https://www.mhlw.go.jp/content/000895038.mp4
■腰痛を防ぐ職場の好事例集
https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/
001465336.pdf

転倒・腰痛予防対策

⾼年齢労働者の健康づくり

労働安全衛生調査

職場の化学物質管理の総合サイト「ケミサポ」や
化学物質管理に関する無料相談窓⼝のご案内など
を掲載しています。
■職場の化学物質管理の道しるべ
「ケミガイド」

https://chemiguide.mhlw.go.jp/

化学物質管理

■職場における熱中症予防情報
https://neccyusho.mhlw.go.jp/

■職場における受動喫煙防止対策
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/koyou_roudou/roudoukijun/anzen/
kitsuen/index.html

■労働基準監督署等への届出は電⼦申請が便利です︕
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/koyou_roudou/roudoukijun/
denshishinsei.html

その他
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健康診断結果についての
医師からの意見聴取

○有所見者に対する医師からの意見聴取を徹底し
ましょう。

健康診断実施後の措置

事業者の皆さまへ

9月は「職場の健康診断実施強化月間」です
「健康診断及び事後措置の実施の徹底」、「医療保険者との連携」及び

「女性の健康課題に関する理解の促進」等をお願いします

都道府県労働局・労働基準監督署

■ 健康診断の実施、有所見者に対する医師からの意見聴取、医師の意見を勘案し
た必要な事後措置の実施は、全て労働安全衛生法に基づく事業者の義務です。
一般的に小規模事業場での実施率が低くなっています。事業場の規模にかかわらず、
労働者の健康管理を適切に講ずるため、事後措置の実施まで徹底してください。

健康診断及び事後措置の実施の徹底

＜地域産業保健センターのご案内＞
地域産業保健センターでは、労働者数50人未満の小規模事業場へ

の支援として、産業医・保健師を配置し、健診結果についての医師
からの意見聴取、長時間労働者・高ストレス者に対する面接指導、
産業医等の事業場訪問による保健指導、労働者の健康に係る各種相
談などの対応をしていますので、ぜひご活用ください。

健康診断結果に基づき事業者が
講ずべき措置に関する指針はこちら

健康診断の実施

健康診断結果の通知
健康診断結果の記録

○事後措置は、医師の意見を勘案し、必要があ
ると認めるときに、労働者の実情を考慮して、
必要な措置（就業場所の変更、作業の転換、
労働時間の短縮等）を実施しましょう。

○事後措置を講ずるに当たっては「健康診断結果
に基づき事業者が講ずべき措置に関する指針」
をご確認ください。

○健康診断を実施した後は、その結果を労働者に
通知するとともに、事業者もその結果を保存し
なければなりません。

別添１
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「職場の健康診断実施強化月間」の実施に関する協力依頼について（項目のみ抜粋）
令和８年８月21日付け基安発0821第２号

【重点事項】
（１）一般健康診断

ア 一般健康診断の実施、医師からの意見聴取及び事後措置等の実施の徹底
イ 一般健康診断結果の記録の保存、労働基準監督署への報告の徹底
ウ 一般健康診断結果に基づく必要な労働者に対する医師又は保健師による保健指導の実施
エ 小規模事業場における留意事項
オ 地域保健との連携（コラボヘルス）
カ 外国人労働者に関する留意事項
キ 派遣労働者の健康診断
ク 個人事業者等に関する留意事項

（２）ストレスチェック制度の適切な実施等
（３）健康保持増進措置等の適切な実施

ア 事業場における労働者の健康保持増進のための指針に基づく措置
イ 職場におけるがん検診の推進
ウ 女性の健康課題に関する理解の促進
エ 口腔の健康の保持増進
オ 眼科検診等の実施の推進

（４）職場環境に起因する疾病の防止の推進
ア 騒音障害防止のための取組の推進
イ 職場における感染症に関する理解と取組の促進

（５）治療と仕事の両立支援の周知
※本月間に係る通知本文をご参照するにはこちらをご覧ください。⇒ R８.8

■ 医療保険者※１から健康診断の結果を求められた際の提供にご協力ください。

医療保険者との連携

※１：協会けんぽ、健保組合、市町村国保、国保組合、共済組合等を指します。
※２：医療保険者と事業者が積極的に連携し、明確な役割分担と良好な職場環境

のもと、労働者の予防・健康づくりを効果的・効率的に実行すること。 エイジフレンドリー補助金
のご案内はこちら⇒

○保険者は、高齢者医療確保法に基づき特定健康診査・特定保健指導を、健康保険法に基づき
保健事業を実施し、労働者の予防・健康づくりに取り組んでいます。

○これらの取組が着実に進められるよう、保険者から労働者の健康診断結果を求められた場合
は、その写しを提供することが事業者に義務づけられていますので、健康診断結果の提供へ
の協力をよろしくお願いします。※法律に基づく提供の場合は、第三者提供に係る本人同意は不要です。
○厚生労働省では、コラボヘルス※２等の労働者の健康保持増進のための取組に要した費用に対
し、エイジフレンドリー補助金で一部補助を行っています。積極的にご活用ください。

■ 女性の健康課題に関する労働者の理解の促進や具体的な相談対応に努めましょう。

女性の健康課題に関する理解の促進

○一般健康診断における問診票に女性特有の健康課題に関する質問が追加されました。※３※４
○「女性特有の健康課題に関する問診を活用した女性の健康管理支援実施マニュアル～事業者
向け～」を活用して、女性特有の健康課題に関して困っている労働者に対する相談等対応、
女性の健康課題に関する理解促進のための研修、職場環境改善の取組を進めてください。

※３：【女性の健康問診の位置づけ】女性の健康問診の目的は、事業者に義務付
けられているものではなく、女性自身の健康状態への気づきを促し、必
要に応じて労働者が医療機関へアクセスできるよう支援することにあり
ます。 また、女性の健康問診の回答は健診機関から事業者に直接提供さ
れることはありません。

※４：令和8年４月28日付け基発0428第14号・保発0428第８号「「定期健康
診断等及び特定健康診査等の実施に係る事業者と保険者の連携・協力事
項について」の一部改正について」

女性特有の健康課題に関する問診を
活用した女性の健康管理支援
実施マニュアルはこちら⇒
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●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

年次有給休暇取得促進特設サイト

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

年休取得促進
特設サイト▶

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

 年 次 有 給 休 暇   を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう

10月は「年次有給休暇
取得促進期間」です。
10月は「年次有給休暇
取得促進期間」です。

年
休
と
っ
て

の
ん
び
り
な
秋
。
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年次有給休暇の付与は原則1日単位ですが、労使協定を結べば、年5日の範囲内で、時間単位の取得が可能となります。
労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に役立ちます。

年次有給休暇の計画的付与制度を導入しましょう。

年次有給休暇とは

時間単位の年次有給休暇を活用しましょう。

●年次有給休暇の計画的付与制度の詳細はこちら▶

❶日数 付与日数から５日を除いた残りの日数を計画的付与の対象にできます。

年次有給休暇の付与日数が10日の労働者 年次有給休暇の付与日数が20日の労働者

◎前年度取得されずに次年度に繰り越された日数がある場合には、繰り越し分を含めた付与日数から５日を引いた日数を計画的付与の対象とすることができます。

例 1 例 2

5日 5日 15日 5日
事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる 事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる

❷活用方法
方式 年次有給休暇の付与の方法 適した事業場、活用事例

企業、事業場の実態に合わせたさまざまな付与の方法があります。

全従業員に対して同一の日に付与

班・グループ別に交替で付与

個人別に付与

製造部門など、操業を止めて全従業員を休ませることのできる事業場などで活用

流通・サービス業など、定休日を増やすことが難しい企業、事業場などで活用

年次有給休暇付与計画表により各人の年次有給休暇を指定

一斉付与方式
交替制付与方式
個人別付与方式

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう

https://work-holiday.mhlw.go.jp/planned-granting/

●時間単位の年次有給休暇の詳細はこちら▶
https://work-holiday.mhlw.go.jp/holiday/time-unit.html

「年次有給休暇の計画的付与制度」とは、年次有給休暇の付与日数のうち5日を除いた残りの日数について、
労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。この制度の導入によって、休暇の取得の確実性が
高まり、労働者にとっては予定していた活動が行いやすく、事業主にとっては計画的な業務運営に役立ちます。

年次有給休暇は、法律で定められた労働者に与えられた権利です。
正社員、パートタイム労働者、シフト制労働者などの区分に関係なく、
以下の要件を満たしている全ての労働者に、年次有給休暇は付与されます。

この2点を満たしていれば
年次有給休暇を
取得することができます。

1.半年間継続して雇われている
2.全労働日の8割以上を出勤している

労働基準法において、労働者は

●年次有給休暇の比例付与の詳細はこちら▶
https://work-holiday.mhlw.go.jp/kyuuka-sokushin/roudousya.html https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_22954.html

労働基準法が改正され、2019年4月から年5日間の年次有給休暇を確実に取得させることが必要となっています。
注）時間単位の年次有給休暇の取得分については、確実な取得が必要な 5日間から差し引くことはできません。

●シフト制労働者についてはこちら▶
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一般社団法人　東京都トラック協会

〒160ー0004　東京都新宿区四谷3 ー1ー 8  東京都トラック総合会館内
TEL.  03ー3359ー4137   FAX.  03ー3359ー6020
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東京都トラック総合会館

 ・東京メトロ丸ノ内線　四谷三丁目駅下車徒歩3分

第 27期  物流経営士課程第 27期  物流経営士課程第 27期  物流経営士課程第 27期  物流経営士課程
～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～

５大メリット

物流経営士資格認定講座 受講のご案内

マネジメント能力
受講生同士のグループ討議等を通じて、
視野の拡大とマネジメント能力・プレ
ゼンテーション能力が向上します。

ヒューマン ・ ネットワーク
長期研修を通じ、受講生同士のヒューマン・ネットワーク
が構築できます。開校以来、輩出された700名以上の
物流経営士との間においてもヒューマン・ネットワークが
大きく広がります。

ビジネスチャンスをつかむ
いち早く有効な情報を見いだして、ビジネスチャンスをつかむ
能力を高めます。

幅広い知識を習得
専門講師陣により、経営の基礎から物流の
方向性まで幅広い知識が学べます。

物流経営士認定
修了後の試験に合格することにより、（公社）全日本トラック協会から
「物流経営士」として認定されます。

令和8年11月4日～令和9年7月21日
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一般社団法人　東京都トラック協会

〒160ー0004　東京都新宿区四谷3 ー1ー 8  東京都トラック総合会館内
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第 27期  物流経営士課程第 27期  物流経営士課程第 27期  物流経営士課程第 27期  物流経営士課程
～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～～物流新時代をリードする若手経営者、経営幹部のために～

５大メリット

物流経営士資格認定講座 受講のご案内

マネジメント能力
受講生同士のグループ討議等を通じて、
視野の拡大とマネジメント能力・プレ
ゼンテーション能力が向上します。

ヒューマン ・ ネットワーク
長期研修を通じ、受講生同士のヒューマン・ネットワーク
が構築できます。開校以来、輩出された700名以上の
物流経営士との間においてもヒューマン・ネットワークが
大きく広がります。

ビジネスチャンスをつかむ
いち早く有効な情報を見いだして、ビジネスチャンスをつかむ
能力を高めます。

幅広い知識を習得
専門講師陣により、経営の基礎から物流の
方向性まで幅広い知識が学べます。

物流経営士認定
修了後の試験に合格することにより、（公社）全日本トラック協会から
「物流経営士」として認定されます。

令和8年11月4日～令和9年7月21日

● 受 講 資 格  ① （一社）東京都トラック協会会員事業者の役員又はその社員で、経営管理職の経験 3 年以
　 上の方若しくはこれに準ずる方
②   関東トラック協会会員事業者の役員又はその社員で、経営管理職の経験 3 年以上の方若し

くはこれに準ずる方
③ その他特に会長が認めた方

● 募 集 定 員 30 名（受講が決定した方には、受講決定通知書をお送りいたします。）

● 研 修 期 間 令和 8 年 11 月 4 日～令和 9 年 7 月 21 日。修了式は、9 月 15 日。

● 授 業 時 間 総計 106 時間

● 場 　 　 所 東京都トラック総合会館内　他

● 受講日、時間 ① 一 般 講 義 原則として水曜日の 13 時 30 分～ 17 時 45 分
講師の都合により、他の曜日、時間帯になる場合もあります。

② 宿 泊 研 修

　        第 1 回 令和 8 年11 月（1 泊 2 日）今後の学習目標を明らかにするとともに、
本講座のねらいや物流業の基礎を学びます。また、受講生同士の交流の
場ともなります。

　        第 2 回 令和 9 年6 月（１泊 2日）ケーススタディを中心とした演習とグル−プ 
ディスカッションにより修了論文である「自社計画」策定の足がかり
を作ります。

● 修 了 資 格 一定割合以上の履修と修了論文「自社計画」の提出（採点と発表）により、修了証が授与されます。

◆ 物流経営士資格  本講座を修了された方で、別に行う試験に合格された方には、（公社）全日本トラック協会から
 「物流経営士」資格が授与されます。

● 受 　 講 　 料 ①東ト協会員事業者の役員及びその社員 35 万円（消費税込み）
②関ト協会員事業者の役員及びその社員 35 万円（消費税込み）
③その他の方 40 万円（消費税込み）
　受講料は、一括前納とします。受講決定通知後、指定口座にお振り込みください。
　受講料は、途中で受講を辞められてもお返しいたしません。
　※（ 公社）全日本トラック協会から物流経営士課程を修了し、試験に合格した方に、奨励金

5 万円が交付されます。また、厚生労働省の人材開発支援助成金も条件はありますが、
活用できます（詳しくは、各労働局へお問い合わせください）。　 

● 受 講 申 込 別紙申込書に必要事項を記載のうえ、東京都トラック協会へファックスでお申込みください（関東
各県トラック協会会員の場合は所属協会を経由）。
その他の方は、直接お申込みください。 
申込期間：9 月 1 日（火）～ 10 月 19 日（月）
FAX：03 − 3359 − 6020

受講生募集要領
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●フル電動自転車、ペダル付き電動バイク、ペダル付き原動機付自転車とも
　呼ばれる「モペット」も加入の対象です。
●ナンバープレートのステッカーで、有効期限をご確認ください。

自賠責への加入方法など、詳しくはこちら！

自賠責保険・共済ポータル

見本

モペットも、電動キックボードも、
自動車・バイクと同様に自賠責保険・共済の加入が義務付けられています。
違反すると、拘禁刑または罰金・免許停止の対象になります。

電動キックボードモペット

あなたの自賠責が、
みんなの交通社会を支えている。

モペットバイク 電動キックボード

加入しています！

見本

加入しています！

見本

加入しています！

見本
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2 (金) ～

～

3 (土) ～

5 (月) ～

7 (水) ～

10 (土) ～

11 (日) ～

11 (日) ～

～

14 (水) ～

15 (木) ～

15 (木)

17 (土) ～

17 (土) ～

18 (日) ～

19 (月) ～

19 (月) ～

～

20 (火) ～

22 (木) ～

23 (金)

23 (金) ～

24 (土) ～

24 (土) ～

25 (日) ～

27 (火) ～

～

28 (水) ～

31 (土) ～

<２０２６年> １０月運行管理者等指導講習日程 2026/7/30

10

月

基礎講習　　１日目 10時00分 16時00分

【貨物】

【貨物】 一般講習 <昼休憩なし> 9時00分 14時00分

10時00分

一般講習 <昼休憩なし> 9時00分 14時00分

一般講習 10時00分 16時00分

9時00分 14時00分

【貨物軽】 貨物軽自動車安全管理者講習 <昼休憩なし> 9時00分 14時00分

第７回初任運転者特別教育　１日目【会場：ﾄｰﾌﾞﾓｰﾀｰｽｸｰﾙ】 10時00分 18時00分

14時30分

出張 適性診断 ４日間開催

【旅客】 一般講習【出張：古河市会場】 10時00分 16時00分

【貨物】

【貨物】 一般講習【出張：足利市会場】 10時00分 16時00分

【貨物】 一般講習 <昼休憩なし> 9時30分 14時30分

【旅客】
基礎講習　　１日目 10時00分 16時00分

～３日間 　〃　　　　２日目・３日目 9時30分 16時30分

【貨物】 一般講習 10時00分 16時00分

【貨物】 10時00分 16時00分一般講習【茨ト協常総支部主催：常総市会場】

～３日間

【貨物】 一般講習【出張：矢板市会場】 10時00分 16時00分

（（栃栃トト協協主主催催）） 第５回エコドライブ安全運転講習会【会場：ﾄｰﾌﾞﾓｰﾀｰｽｸｰﾙ】 9時00分 16時00分

【貨物】 一般講習 <昼休憩なし> 9時00分 14時00分

【貨物】
出張 適性診断 ３日間開催

【旅客】 会場：常総市石下総合福祉センター

～３日間 9時30分 16時30分

【貨物】 一般講習【群ト協館林支部主催：舘林市会場】 10時00分 16時00分

16時00分

【貨物】 テールゲートリフター特別教育(6時間) 10時00分 17時30分

【貨物】
基礎講習　　１日目 10時00分 16時00分

　〃　　　　２日目・３日目

※※  上上記記会会場場名名のの記記載載ののなないいももののはは、、ととちちぎぎ安安全全教教育育セセンンタターー開開催催ととななりりまますす。。

【貨物】
～３日間 　〃　　　　２日目・３日目 9時30分 16時30分

一般講習【埼ト協越谷支部主催：越谷市会場】

【貨物】 一般講習【出張：古河市会場】 10時00分

16時00分

【旅客】

【貨物】

（（栃栃トト協協主主催催））
～２日間

【貨物】

　　　　〃　　　　　　　　２日目 8時00分 17時15分

一般講習 <昼休憩なし>

～４日間 会場：古河市コスモスプラザ

【貨物】

【貨物】 一般講習【出張：古河市会場】 10時00分 16時00分

【旅客】

一般講習 <昼休憩なし>【埼ト協浦和支部主催：浦和市会場】 9時30分

栃木県鹿沼市流通センター６６ とちぎ流通センター連合会館内

TEL.0289-74-5070
hhttttpp::////aa--sseecc..jjppとちぎ安全教育センター

国土交通大臣認定業務実施機関
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協会けんぽ、
日々しんぽ。
もしもの「保険」を、もっと簡単で便利に。

いつもの「保健」を、もっと手厚く身近に。

皆さまの日常と健康を支えるために、

協会けんぽは日々“しんぽ”しています。

「もしも」と「いつも」に安心を。
私たちは協会けんぽです。

特設サイト

協会けんぽ  しんぽ

けんぽのしんぽ❶

けんぽDX
けんぽDXで手続きをもっと簡単・便利に。
けんぽアプリから電子申請ができるようになりました！

けんぽのしんぽ❷

人間ドック健診の費用補助
人間ドック健診に最高25,000円の補助を開始。
皆さまの健康づくりを支えます！ ※35歳以上の方が対象

詳しくは特設サイトへ
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皆さまの日常と健康を支えます。
けんぽの取組❷

電子申請
協会けんぽへの手続きをもっと簡単・便利に。
スマホやPCで手軽に傷病手当金や高額療養費などの
申請ができます。

保険給付
病気やケガ、出産の際に必要な給付を行っ
ています。
医療機関を受診した際に必要な支払い額は、かかっ
た医療費の３割※となります。

けんぽの取組❾

けんぽの取組❹

けんぽの取組❺

日々の生活を健康に
加入者の健康づくりとヘルスリテラシーの向上を目指し、
運動・良い睡眠の推進、メンタルヘルス対策、
小学生等への健康教育などに取り組んでいます。

けんぽの取組❽

けんぽの取組❻

1

2 3

コラボヘルス
関係団体と連携して事業所全体での健康づくりを
サポートしています。
一緒に従業員の健康づくりを進めましょう。

けんぽの取組❼

上手な医療のかかり方
みんなの医療を守るため、一人ひとりにで
きることがあります。
ジェネリック医薬品の使用促進など、上手な医療の
かかり方を推進しています。

けんぽの取組�

けんぽの取組❸

「けんぽアプリ」
はじまっています。
アプリで電子申請や役立つ健康コラムをお届け。
今後も便利な機能を追加していきます。

けんぽの取組❶

けんぽアプリ iOS Android

健診の受けっぱなしはもったいない。
健診結果をもとに、保健師・管理栄養士が生活習慣
改善に向けた取組をサポートします。

〒164-8540　東京都
中野区中野4-10-2
中野セントラルパークサウス7階
電話　03-6853-6111

全国健康保険協会
東京支部

発行元

協会けんぽ（全国健康保険協会）は、約4,000万人が
加入する日本最大の健康保険を運営する公法人です。

※主に、35歳以上の被保険者・40歳以上の被扶養者が対象です。

※負担割合は年齢等により異なる場合があります。

特定保健指導（健康サポート）

加入者の皆さまの健康づくりの取組を、各都道府県
の健康保険料率に反映させる仕組みです。
ぜひ、職場や地域の皆さまと一緒に、健康づく
りに取り組みましょう。

インセンティブ制度

健診
年に一度の健診で生活習慣病を予防しましょう。
各種健診について、費用補助や対象者拡大などの充実
を図っています※。

重症化予防
「要治療」・「要精密検査」の放置はキケン。
健診の結果、医療機関への受診が必要と判定された
方へ、早期受診を案内します。

特設サイト
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令令 和和 ８８ 年年 ９９ 月月  

      茨茨城城県県警警察察本本部部交交通通総総務務課課  

NNoo..３３２２  

                                 
 

令令和和８８年年８８月月末末  のの  交交通通死死亡亡事事故故のの特特徴徴【【発発生生件件数数7744件件、、死死者者7744人人】】         

○○  本本県県のの死死者者    7744人人          前前年年比比    ++2255人人      全全国国ワワーースストト第第６６位位  
◇ 人口10万人当たり           2.65人 （全全国国ワワーースストト第第３３位位） 

      ◇ 車両１万台当たり           0.26人 （全全国国ワワーースストト第第４４位位） 
      ◇ 道路千キロメートル当たり   1.33人 （全全国国ワワーースストト第第1188位位） 

○○  全全国国のの死死者者数数    11,,554499人人、、前前年年比比  ±±00人人（（増増減減率率  ±±00..00％％））  

◆◆    「「高高齢齢者者」」のの死死者者数数  4433人人  ((構構成成率率  5588..11%%))、、前前年年比比  ++1155人人      ((全全国国ワワーースストト第第３３位位))  

◆◆    「「飲飲酒酒運運転転」」にによよるる死死亡亡事事故故はは  ８８件件、、前前年年比比  ++３３件件  

◆◆    「「高高齢齢者者」」がが第第１１当当事事者者ととななるる死死亡亡事事故故はは  3311件件、、前前年年比比  ++1133件件  

◆◆    シシーートトベベルルトト非非着着用用のの死死者者数数はは  1144人人、、前前年年比比  ++３３人人  

◆◆    県県南南地地域域でで  2266人人  ((構構成成率率  3355..11%%))  
      
【【交交通通死死亡亡事事故故のの主主なな特特徴徴】】  

 

((11))  市市  町町  村村  
   ※高速道路を除く 

◇ 多発市町村 ６人～水戸市(-2) 
５人～土浦市(+5),古河市(+1) 

((22))第第11当当事事者者のの年年齢齢層層  
（（件件))    

◇ 70歳以上 25件(+12),50歳代 12件(+7)  
◇ 高齢者 31件(+13),青少年 ４件(-2) 

((33))  

第第11当当事事者者のの違違反反  
  ((件件))    

◇ 歩行者妨害(+6),運転操作不適(+6),前方不注意(+2) 各10件 
最高速度 ９件(+5)  

飲飲  酒酒  運運  転転  ((件件)) ◇ 飲酒運転による交通死亡事故 ８件(+3) 

((44))  状状  態態 
◇  四輪車 29人(+2) うち同乗 ２人(-6),歩行者 23人(+11) うち横断中 16人(+8) 

自転車 13人(+11),二輪車 ９人(+1) 

((55))  シシーートトベベルルトト 
◇ 四輪乗車中 29人 

うちシートベルト非着用 14人(48.3%),着用 14人(48.3%),着用不明 1人(3.4%) 
  非着用14人中11人(78.6%)は着用していたら助かった可能性あり 

((66))  時時間間・・昼昼夜夜 
◇  時間帯別 18～20時 12人(+7),16～18時 ９人(+4) 
◇  昼間 39人(+10) 構成率 52.7%,夜間 35人(+15) 構成率 47.3% 

 
((77))  事事  故故  類類  型型  

 

◇ 人対車両 23人(+12) うち横断中 16人(+8) 
◇  車両相互 31人(+7)  うち正面衝突(+5),出会い頭(-8) 各９人 
◇  車両単独 19人(+5)  うち工作物 13人(+1) 
◇  列車 １人(+1) 

((88))  死死者者のの年年齢齢層層  
◇ 80歳以上 22人(+8),70歳代 17人(+5) 
◇ 高齢者 43人(+15) 構成率 58.1% 

特特  記記  事事  項項  
◇ 令和８年８月中の死亡事故(発生件数６件,死者数６人)の特徴 

・死者の状態別では、四輪車が２人、歩行者が２人 
・死者の昼夜別では、夜間に４人 

※注１ ｢青少年」とは16歳以上24歳以下、「高齢者」とは65歳以上をいう。 
２ ｢飲酒運転｣とは原付以上が第1当事者となった事故で、その運転者が飲酒していた場合をいう。 

３ (   )内は前年比 
４ 数値はいずれも速報値であり、月区分は計上月による。 

 

～～ 令令 和和 ８８ 年年 ８８ 月月 末末 のの 交交 通通 死死 亡亡 事事 故故 ～～  
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）

自
動
車
盗
難
事
件
発
生
状
況

令
和
8年

7月
末

19
0件
（
前
年
比
ー
20

0件
）

２ ２
手手
口口
別別

窓
の
３
割
弱
、
出
入
り
口
の
8割
弱
が
無
施
錠
の
状
態
で
侵
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
出
す
る
際
は
、
た
と
え
少
し
の
時
間
で
も
、
確
実
に
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
就
寝
前
に
は
玄
関
や
窓
の
施
錠
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
窓
ガ
ラ
ス
を
破
壊
し
て
侵
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

窓
ガ
ラ
ス
に
は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
サ
ッ
シ
に
は
補
助
鍵
等
の
対
策
を
施
し
て
侵
入
さ
れ
に
く
く

し
ま
し
ょ
う
。

※※
防
犯
性
能
に
優
れ
た
「
CP
マ
ー
ク
」
表
示
の
あ
る
窓
に
交
換
す
る
こ
と
も
被
害
の
防
止
に
効
果

的
で
す
。

「
CP
」
Cr
im

e
Pr
ev
en

tio
n（
防
犯
）
の
頭
文
字

１ １
全全
国国
比比
較較

２２
車車
種種
別別
（（
既既
遂遂
３３
３３
１１
件件
のの
内内
訳訳
））

本
県
で
は
、
被
害
車
両
の
８
割
強
が
車
内
に
キ
ー
が
無
い
状
態
（
施
錠
中
含
む
）
で
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

保
管
場
所
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
音
、
光
を
発
す
る
盗
難
防
止
装
置
等
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

駐
車
場
に
扉
が
あ
る
場
合
は
、
夜
間
は
必
ず
扉
を
閉
め
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

南
京
錠
が
破
壊
さ
れ
る
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
頑
丈
な
鍵
を
複
数
使
用
す
る
等
の
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

車
両
へ
の
盗
難
防
止
装
置
（
警
報
器
・
強
固
な
バ
ー
式
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
等
）
の
設
置
や
GP

S
装
置
等
、
複
数
の
防
犯
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●●
詐詐
欺欺
対対
策策
アア
ププ
リリ

●●
茨茨
城城
県県
警警
察察
防防
犯犯
アア
ププ
リリ

iO
S

An
dr
oi
d

※
【
住
宅
侵
入
窃
盗
】

空
き
巣
：
家
人
等
が
不
在
の
住
宅
の
屋
内
に
侵
入
し
金
品
を
盗
む
こ
と

忍
込
み
：
夜
間
家
人
等
の
就
寝
時
に
住
宅
の
屋
内
に
侵
入
し
、
金
品
を
盗
む
こ
と

居
空
き
：
家
人
等
が
在
宅
中
に
住
宅
の
屋
内
に
侵
入
し
、
金
品
を
盗
む
こ
と

３３
侵侵
入入
箇箇
所所
・・
手手
段段

【
窓
か
ら
の
侵
入
方
法
】

ガ
ラ
ス
破
り

70
.5
％
無
施
錠

26
.9
％

【
出
入
口
か
ら
の
侵
入
方
法
】

ガ
ラ
ス
破
り

7.
2％

無
施
錠

76
.5
％

前
年
比

★
増
加
数
最
多
オ
ー
ト
バ
イ
盗
（
＋
68
件
）

★
減
少
数
最
多
自
動
車
盗
（
－
20

0件
）

１１
全全
国国
比比
較較

３３
エエ
ンン
ジジ
ンン
キキ
ーー
のの
有有
無無

オ
ー
ト
バ
イ
盗
難
事
件
発
生
状
況

令
和
７
年
中

34
2件
（
前
年
比
＋
11
5件
）

本
県
で
は
、
約
７
割
以
上
が
キ
ー
が
無
い
状
態
で
盗
難
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

キ
ー
の
ほ
か
、
盗
難
防
止
装
置
（
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
、
強
度
の
高
い
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
キ
ー
、
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
、
バ
イ
ク
ア
ラ
ー
ム
等
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
車
庫
や
物
置
な
ど
施
錠
設
備
の
あ
る
場
所
に
保
管
す
る
ほ
か
、
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
る
な

ど
、
敷
地
外
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
が
見
え
な
い
よ
う
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ト
バ
イ
は
、
二
輪
車
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

防
犯
登
録
は
、
盗
難
の
抑
止
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
に
早
期
発
見
や
返
還
に

も
役
立
ち
ま
す
。

１ １
年年
別別
推推
移移

全
国
で
は
20

21
年
頃
、
本
件
で
は
20
23
年

頃
を
底
に
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
は
増
加
に
転
じ

て
い
ま
す
。

今今
月月
のの
トト
ピピ
ッッ
クク

乗乗
用用
車車

　　
1111
22件件

プ
リ
ウ
ス
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
、
ラ
ン
ド

ク
ル
ー
ザ
ー
プ
ラ
ド
、
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
、

ヴ
ェ
ル
フ
ァ
イ
ア
等

貨貨
物物
車車

　　
5544
件件

ハ
イ
エ
ー
ス
、
キ
ャ
リ
ー
、
サ
ン
バ
ー
、

ダ
イ
ナ
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
等

他他 　　
77件件

ト
ラ
ク
タ
ー
、
建
設
用
重
機
等

原原
動動
機機
付付
自自
転転
車車

（（
５５
00
ｃｃ
ｃｃ
以以
下下
））

　　
　　
　　
　　
　　
　　
22
44
99
件件

ジ
ョ
グ
（
ヤ
マ
ハ
）
、
デ
ィ
オ
（
ホ
ン
ダ
）
、
カ
ブ
（
ホ

ン
ダ
）
、
T
O
D
A
Y
（
ホ
ン
ダ
）
、
レ
ッ
ツ
（
ス
ズ

キ
）
、
タ
ク
ト
（
ホ
ン
ダ
）
、
エ
イ
プ
（
ホ
ン
ダ
）
等

普普
通通
自自
動動
二二
輪輪

ア
ド
レ
ス
（
ス
ズ
キ
）
、
シ
グ
ナ
ス
（
ヤ
マ
ハ
）
、
C
B

（
ホ
ン
ダ
）
、
リ
ー
ド
（
ホ
ン
ダ
）
等

大大
型型
自自
動動
二二
輪輪

ニ
ン
ジ
ャ
（
カ
ワ
サ
キ
）
、
C
B
R
（
ホ
ン
ダ
）
等

特特
定定
小小
型型
原原
動動
機機

付付
自自
転転
車車
等等

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
33
件件
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等

自自
動動
二二
輪輪

（（
５５
00
ｃｃ
ｃｃ
超超
））

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
77
99
件件

２２
車車
種種
別別
（（
既既
遂遂
１１
７７
３３
件件
のの
内内
訳訳
））
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８月６日(木)・７日(金)の２日間、茨城県トラック総合会館研修室において、
貨物自動車運送事業安全規則第１０条第２項の規定に基づく「事業用自動車の

運転者として常時選任するために新たに雇い入れた者（初任運転者）」を対象と

する初任運転者講習会を開催しました。第４回目の今回は、１９事業所から２０

名が参加しました。 
茨城県貨物自動車運送適正化事業実施機関の指導員４名により、「運転者に対

して行う指導及び監督の指針」に基づき、実車を用いた指導を除く１２時間につ

いて、一般的な指導及び監督の実施マニュアル、事業用トラックドライバー研修

テキストの他、ＤＶＤ教材を用いて関係法令、飲酒運転事故事例、ＳＡＳ検査の

重要性、さらには「危険の予測及び回避」における実際のドライブレコーダー映

像を用いた教材を活用しながら講習会を実施しました。両日とも講習内容の把

握を目的とする理解度テストを実施しながら、受講者全員で講習内容の理解を

深めました。 
受講者の方々は熱心に聴講され、指導講習会について「初任運転者として必要

とする基本的な知識や実例を用いた動画等による説明が多く分かり易かった。

本講習会で学んだ知識を参考にしながら今後の事故防止に努めます」等の意見

が聞かれ、安全運転・事故防止についての意識を高めることができました。 
 

令令和和８８年年度度  第第４４回回  

「「初初任任運運転転者者にに対対すするる特特別別なな指指導導講講習習会会」」をを開開催催  
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初初任任運運転転者者教教育育のの開開催催ににつついいてて    
  

（一社）茨城県トラック協会では「初任運転者特別講習」を「貨物自動車運送事

業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針の一部を改正する

告示」（国土交通省告示第１３６６号）に基づき初任運転者に対する座学の１５時

間以上の教育について、実車を用いて指導する項目を除く教育（１２時間）を協会

が事業者に代わって開催しますのでご案内します。  
 
記  

 
１１  初初任任教教育育開開催催日日及及びび時時間間   
   毎月開催 

   ・受付開始 ９：００～ 

    ・教育時間  ９：３０～１６：３０（昼休憩１２：００～１３：００、外出可） 

    ＊座学１２時間の教育内容を、２日間で教育を行います。 

 

２２  開開催催場場所所   
  茨城県トラック総合会館 （２Ｆ研修室）  
  茨城県水戸市見川町 2440－1 TEL029-303-7201（適正化事業部）  
 
３３  初初任任運運転転者者教教育育内内容容   
  座学１２時間：初任教育カリキュラム参照（別添）  

なお、実車を用いた教育（積載方法、日常点検及び車高等のトラックの構造

上の特性）については、各事業者において３時間以上実施すること  
 

４４  教教育育対対象象者者   
  初任運転者（運転手として新たに雇い入れた者で、営業用トラックの経験がな

い、あるいは経験はあるが３年以上のブランクのある方が対象になります）  
 
５５     申申込込みみ方方法法   
  毎月、開催日の５日前迄を締切りとし、別紙により「初任運転者教育申込書」

を FAX または、セミナー予約システム 

(https://seminar.ibatokyo.or.jp)にてお申込み下さい。 

（担当者 適正化事業部 大畠・冨永） 
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初任運転者に対する特別な指導教育カリキュラム
教 育 内 容 時間 実施機関 備考

１. 運転の心構え トラック輸送の社会的重要性、事故の社会的影響、
交通事故統計を用いた教育、安全運行の心構え

２. 安全確保の遵守すべき基本的事項 トラック運行に係る法令、義務を果たさない場合の
影響の把握

３. 構造上の特性 トラックの特性に合わせた運転、トレーラーの特性
に合わせた運転、貨物の特性を理解した運転

４. 正しい積載方法 偏荷重の危険性、安全輸送のための積付け・固縛の
方法、荷崩れ防止のための走行中の留意事項

５. 過積載の危険性 過積載による事故要因と社会的影響、過積載による
罰則、過積載の防止

６. 危険物運搬上の留意事項 危険物の性状、危険物輸送の基本的事項、タンク
ローリー運行上の注意事項

７. 運行経路等の道路及び交通状況 適切な運行経路の選択と経路情報の把握、許可運送
における経路選択

８. 危険予測及び回避 危険予測運転の必要性、危険予測のポイント、危険
予知訓練、指差呼称及び安全呼称、緊急時における
適切な対応

９. 運転適性に応じた安全運転 適性診断の必要性、適性診断結果の活用方法

10. 運転者の生理及び心理的要因 交通事故の生理的・心理的要因、過労運転防止の
ための留意点、飲酒や薬物影響による危険運転防止
のための留意点、ヒューマンエラーを防ぐために

11. 健康管理の重要性 健康起因の事故と健康管理の必要性、健康管理の
ポイント

12. 安全性の向上を図るための援装置
を備える運転方法

運転支援装置に係る事故の事例、運転支援装置の
性能及び留意点

１. 日常点検業務 日常点検、点検簿等の記載要領

２. 特性に応じた運転方法 車高、車長、車幅に合わせた運転と死角等

３. 積載方法及び固縛方法 積付け、固縛要領

教　育　項　目

実
車
使
用

小　計　　３時間
合　計　　１５時間以上（法定義務）

小　計　１２時間

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

国
土
交
通
省
発
行
　
一
般
的
な
指
導
及
び
監
督
の
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
D
V
D
等
を
使
用

事
業
者
が
実
施

３
時
間
以
上

１２
時間
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別紙  
（（一一社社））茨茨城城県県トトララッックク協協会会適適正正化化事事業業部部  行行きき   
FFAAXX::００２２９９－－３３００３３－－７７２２００２２   
                            令令和和    年年    月月    日日   

  

（（一一社社））茨茨城城県県トトララッックク協協会会会会員員専専用用初初任任運運転転者者教教育育申申込込書書   

  

申申込込月月   開開  催催  日日   実実   施施   時時   間間   研研   修修   室室   

  令令和和８８年年１１００月月５５日日（（月月））・・６６日日（（火火））   99::3300  ～～   1166::3300  ３３   

  令令和和８８年年１１１１月月４４日日（（水水））・・５５日日（（木木））   99::3300  ～～   1166::3300  ３３   

  令令和和８８年年１１２２月月２２日日（（水水））・・３３日日（（木木））   99::3300  ～～   1166::3300  ３３   

申申込込月月にに「「○○」」印印をを記記入入ししてて下下ささいい。。   

  

＊  開催場所：茨城県トラック総合会館 （２Ｆ研修室）  

＊  教育は２日間になります。昼食は各自準備お願いします。（昼休憩６０分、外出可）  

＊  受講者は、事業用トラックドライバー研修テキストをご持参願います。（貸出可）  

＊  教育対象者は、運転手として新たに雇い入れた者で営業トラックの経験がない、あるいは

経験はあるが 3 年以上のブランクのある方が対象です。  

＊  茨城県トラック協会会員様のみ受講できます。  

 

会会   社社   名名               営営業業所所名名    

申申込込事事業業所所住住所所   〒      

電電話話・・FFAAXX 番番号号   TEL FAX 担担当当者者名名     

受受講講者者氏氏名名   
フリガナ  生生年年月月日日      性性別別  男男性性・・女女性性    

   年   月   日  

採採   用用   年年   月月   日日   令和   年    月     日 

受受講講者者のの運運転転経経

験験にに○○印印   

１  事業用自動車（トラック）の運転経験がない者  

２  事業用自動車（トラック）の運転から 3 年以上離れていた者  

運運転転免免許許のの種種類類   普通・５トン限定準中型・準中型・８トン限定中型・中型・大型・けん引・（    ）  

所所属属支支部部   県北・日立・水郡線・常陸那珂・水戸・石岡・土浦・県南・水戸線・常総・古河・県西・鹿行  
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（担当者 適正化事業部 大畠・冨永） 

 

＝ 茨城県トラック協会 会員の皆さまへ ＝ 

 初任運転者教育がeラーニングで受講できます  
す＜トラックドライバー初任運転者教育のオンライン型学習システムを導入＞ 

茨城県トラック協会では、従前より参集型の初任運転者特別講習を開催してお

りますが、それに加え、「いつでもどこでも」オンラインで学習し、受講資格を取得

することができるeラーニング（会員限定）を導入しました。会員事業所のパソコン

等から、Ｗｅｂでオンライン受講することができますので是非ともご活用下さい。  

 

 

 

e ラーニングの初任運転者講習はパソコン・スマートフォン・タブレット

に対応しており、いつでもどこでもお好きな時間に受講することが出

来ます。※Wi-Fi 環境での受講を推奨いたします。 

国土交通省で定めている「初任運転者に対する特別な指導」の法定義

務は１５時間以上。そのうち１２時間分の座学講座を e ラーニングで

受講できます。※実車を用いた指導（３時間）は各社で実施し、記録を残して下さい。 

☆この他、実際にトラックを運転させた安全運転の実技指導（添乗教育等）が 
２０時間以上必要となります。 

【その他のメリット】 

・会員事業者や受講対象者の都合に合わせて申込み、受講が可能。 

・各講座に理解度チェックリストがあり、効果測定後に適切なフォローが可能。 

・終了後に指導教育記録簿（修了証）、実車を使用しての指導項目教材一式をメールで送付。 

【受講要領】 

① 受講料金：無料（会員限定） 

② 受講期間：５日間を１枠とし、この５日間に受講完了する。 

③ 受講対象：会員事業者の新たに雇い入れた運転者とし、非会員の申込みは受け付けない。 

④ 受講人数：１枠につき１事業所２名まで（１枠最大５名まで）とする。 

⑤ 申込期限：受講開始日の３日前まで。 

⑥ 申込確認：申込み受付完了後、入力頂いたメールアドレスに予約内容の確認メールが自動 

配信されます。メールアドレスを間違えて入力しますと確認メールが届きません 

ので、良くご確認の上入力願います。 

 

☆お申込みは上記のＱＲコード、または 
ホームページのネット予約ページから 
バナーをタップ！!  

スマホ用QRコード 
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69 2 2.9
69 7 10.1 ⑨
69 2 2.9
69 1 1.4

1 69 1 1.4

48 1 2.1

69 0 0
69 0 0

1 43 0 0
3 0 0

1 69 3 4.3
1 69 2 2.9

43 9 20.9 ④
1 69 0 0

○ 69 0 0
1 67 7 10.4 ⑧
1 69 0 0

○ 3 69 13 18.8 ⑤

3 69 0 0
○ 3 69 5 7.2

1 69 1 1.4
1 65 3 4.6
1 15 2 13.3 ⑦

○ 3 69 6 8.7
○ 2 60 21 35 ①
○ 2 60 15 25 ③

1 69 0 0
○ 69 0 0

1 66 12 18.2 ⑥
1 69 0 0

○ 3 69 7 10.1 ⑨

1 44 0 0
1 67 1 1.5
1 69 1 1.4

○ 3 69 20 29 ②
69 1 1.4
69 2 2.9

Ⅶ．運輸安全
      マネジメント

2 69 2 2.9

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他

23 26 9 1 2 0

2 1 2 0 0 0

2 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

27 27 12 1 2 0

39% 39% 17% 1% 3% 0%比　率 100%

特　別（支局監査後の改善確認） 0
個　別（5両未満の霊柩事業者） 0
合　計 69

新　規（新規参入） 5
新　規（新設営業所） 3
特　別（労基通報による乗務時間調査） 0

通　常 61

Ⅴ．労基法等

1.就業規則が制定され、届出されているか。

2.３６協定が締結され、届出されているか。

3.労働時間、休日労働について違法性はないか（運転時間を除く）。

4.所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適切にされているか。

Ⅵ．法定福利
1.労災保険・雇用保険に加入しているか。

2.健康保険・厚生年金保険に加入しているか。

1.運輸安全マネジメントの実施は適切か。

※「重点」の項目は、巡回時において調査する38項目中〇印の9項目です。否がある場合は総合評価が1段階下がる判定となります。
※「評価点」の項目は、太枠の25項目であり、安全性評価事業（Gマーク）の点数で合計40点です。

巡回種別／評価区分 合計

10.運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。

11.乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。

12.特定の運転者に対して特別な指導を行っているか。

13.特定の運転者に対して適性診断を受けさせているか。

Ⅳ．車両管理等

1.整備管理規程が定められているか。

2.整備管理者が選任され、届出されているか。

3.整備管理者に所定の講習を受けさせているか。

4.日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適切に行っているか。

5.定期点検基準を作成し、これに基づき、適正に点検・整備を行い、点検整備記録簿等が
保存されているか。

Ⅲ．運行管理等

1.運行管理規程が定められているか。

2.運行管理者が選任され、届出されているか。

3.運行管理者に所定の講習を受けさせているか。

4.事業計画に従い、必要な運転者を確保しているか。

5.過労防止を配慮した勤務時間、乗務時間を定め、これを基に乗務割りが作成され、
休憩時間、睡眠のための時間が適切に管理されているか。

6.過積載による運送を行っていないか。

7.点呼の実施及びその記録、保存は適正か。

8.乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。

9.運行記録計による記録及びその保存・活用は適正か。

Ⅱ．帳票類の
     整備、報告等

1.事故記録が適正に記録され、保存されているか。

2.自動車事故報告書を提出しているか。

3.運転者台帳が適切に記入等され、保存されているか。

4.車両台帳が整備され、適切に記入等されているか。

5.事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか（本社巡回に限る）。

順位

Ⅰ．事業計画等

1.主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。

2.営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。

3.自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。

4.乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適切か。

5.乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。

6.届出事項に変更はないか（役員・社員・特定事業者に係る運送の需要者の名称変更等）
（本社巡回に限る）。

7.自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）はないか。

8.名義貸し、事業の貸渡し等はないか。

平成２９年４月　適正化巡回指導項目別調査結果

区分
重
点

評
価
点

調　　査　　事　　項
指導
件数

(否)
件数

(否)率
(%)

令令和和８８年年 ８８月月 適適正正化化巡巡回回指指導導項項目目別別調調査査結結果果
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参参加加者者氏氏名名①① 所所属属・・役役職職

参参加加者者氏氏名名②② 所所属属・・役役職職

事事業業場場名名 （（業業種種：： ））

所所在在地地

電電話話番番号号

ごご担担当当者者氏氏名名

令令和和88年年

荷役災害防止担当者研修

参加申込書にご記入いただいた情報は、本研修以外は使用いたしません。

1111月月55日日

受講証明

1133：：0000ｰー1177：：0000
開催場所

内 容

開催日時

定 員

荷役災害防止の担当者に対する安全衛生教育カリキュラムに準じる（陸運事業者・荷主等向け）

荷役災害防止担当者教育

申込方法

受講者には、受受講講証証明明書書をお渡しします。

問合せ先 陸上貨物運送事業労働災害防止協会（陸災防）茨城県支部 TEL 029-303-7203

〒〒 —

電電話話番番号号（（ ））—  — ご担当者

（陸運事業者・荷主等向け）

（切り取らずにそのままご送信ください。）

陸災防からのお知らせ

ふふりりががなな

ふふりりががなな

木

（（一一社社））茨茨城城県県トトララッックク総総合合会会館館 茨茨城城県県水水戸戸市市見見川川町町22444400--11

70名名（（先先着着順順でですす））

下下記記参参加加申申込込書書ににごご記記入入いいたただだきき、、陸陸災災防防茨茨城城県県支支部部支支部部ままででフファァッッククススででおお申申込込みみ下下ささいい。。

なお、受講票等は送付いたしません。

申込締切は、令和８年１０月２２日(木)です。ただし、定員に達し次第締め切ります。

参加申込書

FAX：029-303-5070

陸上貨物運送事業の労働災害の約７割は、トラックの荷台等からの墜落・転落等の荷役作業中

に発生しています。さらに、その約７割は、荷荷主主等等（（荷荷主主、、配配送送先先、、元元請請事事業業者者等等））の事業場で発生

しています。このため、厚生労働省では「「陸陸上上貨貨物物運運送送事事業業ににおおけけるる荷荷役役作作業業のの安安全全対対策策ガガイイドドララ

イインン」」を策定し、陸運事業者の実施事項、荷主等の実施事項を示しています。

本年度は、陸運事業者と荷主等双方の担当者に対する安全衛生研修を次のとおり行います。

この研修は、荷荷主主等等のの自自社社のの労労働働者者のの労労働働災災害害防防止止対対策策ににもも参参考考ととななるる墜墜落落・・転転落落災災害害、、フフォォーー

ククリリフフトト、、ククレレーーンン、、ロローールルボボッッククススパパレレッットト等等にによよるる災災害害防防止止にに関関すするる内内容容もも含含ままれれてていいまますす。。

関係者の皆様には積極的なご参加をお待ちしています。

参加費
無料

厚生労働省
補助事業

カリキュラム ⑴ 荷役作業における労働災害の現状と事業者の責務
⑵ 荷役作業における労働災害防止対策
⑶ 荷役作業の安全衛生教育と安全衛生意識の高揚
⑷ 荷主等と陸運事業者との連絡調整
⑸ 関係法令
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　　講講習習内内容容・・申申込込書書はは、、陸陸災災防防ののホホーームムペペーージジ（（茨茨城城県県支支部部））ををごご覧覧くくだだささいい。。

講習名 講習名

受講料（会員） 受講料（会員）

受講料（非会員） 受講料（非会員）

受講資格 受講資格

講習名 講習名

講習日

講習場所

受講料（会員） 受講料（会員）

受講料（非会員） 受講料（非会員）

受講資格 受講資格

１０月１３日（火）・１４日（水）

１１月２６日（木）・２７日（金）

フフォォーーククリリフフトト運運転転業業務務従従事事者者安安全全教教育育

講習日

講習場所
茨城県トラック総合会館

（水戸市見川町２４４０－１）

１０月２０日（火）

８，５８０円

講習日

茨城県トラック総合会館

（水戸市見川町２４４０－１）
講習場所

９，２４０円

無し

９，５７０円（テキスト代2,090円含）

１１，６６０円(テキスト代2,090円含)

１１月１９日（木）

フォークリフト運転業務従事者

令令和和８８年年１１００月月・・１１１１月月陸陸災災防防茨茨城城県県支支部部講講習習会会ののごご案案内内

ＫＫＹＹＴＴ（（交交通通危危険険予予知知訓訓練練））講講習習

＜＜令令和和８８年年１１００月月開開催催講講習習会会＞＞

ははいい作作業業主主任任者者技技能能講講習習

＜＜令令和和８８年年１１１１月月開開催催講講習習会会＞＞

講習日

講習場所
鹿嶋市商工会館

（鹿嶋市宮中2-1-34）

１６，２８０円（テキスト代支部負担）

１８，２６０円(テキスト代1,980円含)

１８才以上、３年以上の実務経験者

１６，２８０円（テキスト代支部負担）

１８，２６０円(テキスト代1,980円含)

１８才以上、３年以上の実務経験者

ははいい作作業業主主任任者者技技能能講講習習

茨城県トラック総合会館

（水戸市見川町２４４０－１）

陸上貨物運送事業労働災害防止協会茨城県支部

ＴＥＬ：０２９（３０３）７２０３ ＦＡＸ：０２９（３０３）５０７０

～～ 講講習習会会にに参参加加すするる方方へへおお願願いい ～～

講講習習にによよっってて申申込込方方法法がが異異ななりりまますすののでで、、ホホーームムペペーー

ジジををごご覧覧ににななっってておお申申込込みみ下下ささいい。。

講講習習開開始始時時間間よよりり３３００分分前前にに受受付付をを開開始始致致ししまますす。。受受

講講者者のの確確認認ののたためめ、、運運転転免免許許証証のの掲掲示示ををおお願願いいすするるこことと

ががあありりまますす。。

開開始始時時間間１１００分分前前ままででにに、、集集合合ををおお願願いい致致ししまますす。。天天災災

等等以以外外のの遅遅刻刻ははいいかかななるる理理由由もも認認めめずず欠欠席席扱扱いいににななりりまま

すす。。

～～ 茨茨城城県県トトララッックク協協会会会会員員へへおお知知ららせせ ～～

協協会会会会員員はは、、技技能能講講習習 （（フフォォーーククリリフフトト運運転転、、

ははいい作作業業主主任任者者）） をを労労働働局局長長登登録録教教習習機機関関にに

おおいいてて受受講講ししたた場場合合、、トトララッックク協協会会へへのの請請求求にによよ

りり一一定定額額のの助助成成金金がが支支給給さされれまますす。。

詳詳細細はは、、トトララッックク協協会会業業務務部部へへおお尋尋ねね下下ささいい。。

TEL （（029））-303-6363
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「新規入会会員」よろしくお願いします。令和８年８月２６日現在 理事会承認 

入会申込

日 
支部名 会  社  名 代 表 者 名 所  在  地 電 話 

R8.6.9 常総 ㈱国商運輸つくば営業所 和田 拓也 
つくば市島名万博公園西 G5 街

区 6 ワークつくばビル 201 
029-893-6701 

R8.6.9 常総 ㈱コウユー建材 稲毛 孝 守谷市薬師台 3-5-5 0297-45-0559 

R8.6.23 県西 
ダイセーエブリー二十四

㈱茨城五霞ハブセンター 
田中 孝昌 猿島郡五霞町幸主 649-1 0280-33-3843 

R8.6.24 水戸線 
㈱ジャパンサプライチ

ェーンロジイースト 
野口 雄士 結城市若宮 1-8 0296-45-5688 

R8.7.2 水戸 ㈱マルワ 綿引 洋平 水戸市元吉田町 1817-13 029-247-7601 

R8.7.6 常総 
㈱東京啓和運輸     

つくば営業所 
田中 政徳 常総市菅生町 466 0297-38-6677 

R8.7.6 県南 
㈱東京啓和運輸     

茨城営業所 
田中 政徳 牛久市遠山町 17-5 029-843-8585 

R8.7.8 鹿行 
東陸ロジテック㈱   

鹿島営業所 
岡林 資裕 鹿嶋市大字平井字灘 2276-6 0299-85-2155 

R8.7.16 県西 ㈱三和ファームサービス 倉持 栄 坂東市逆井 1718-11 0280-78-1212 

R8.7.21 常総 ケーズファイン㈱ 清原 章太 つくばみらい市小絹 154-1 0297-21-2299 

R8.7.27 常総 京成工業㈱ 坂本 健 つくば市みどりの中央75-11 080-4795-6888 

R8.7.28 県北 ㈲大泉運輸北茨城営業所 大泉 元一 
北茨城市中郷町下桜井字南

山 857-2 
0293-24-5199 

R8.8.4 鹿行 ㈲箕輪建設 箕輪 和美 鹿嶋市長栖 1879-210 0299-84-6026 

R8.8.12 県南 ㈱裕香建材 中鉢 剛 稲敷郡美浦村木原 3116-11 029-885-5307 

R8.8.24 常総 ㈱葛西商事茨城営業所 河野 紀康 つくばみらい市伊奈東 0297-38-7482 

R8.8.24 常総 ㈱福嶋商事つくば営業所 福嶋 徹也 常総市新石下 3925 0297-44-4125 

R8.8.25 県西 ㈲岩佐建材 岩佐 明 坂東市辺田 1113-4 0297-35-2603 
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「「退退会会会会員員」」おお世世話話ににななりりままししたた。。       令和８年８月２６日現在 理事会承認  

退会年月日 支部名 会  社  名 代 表 者 名 所  在  地 

R8.4.1 水郡線 ㈱吉久 吉田 久彦 常陸太田市西染町 1161-4 

R8.6.16 鹿行 ㈱神長商事 坂本 正広 鉾田市野友 97-2 

R8.7.31 水戸線 ㈱水戸線通運 鴨志田 眞二 笠間市稲田字白石 3888-25 

R8.7.31 土浦 
㈱タイヨー流通     

土浦営業所 
野村 行雄 

土浦市荒川沖東 1-2-1 MY マ

ンション 102 

R8.8.10 鹿行 
陽品ガステクノ㈱   

鹿島営業所 
鈴木 輝彦 神栖市柳川 239-3 

R8.8.6 土浦 浅間運輸㈱ 中島 正太郎 土浦市木田余 3240-1 

 

 

協会新職員》
　発令日：令和８年９月１日付
　  皆

みなかわ

川　誠
せ い じ

司　　　事務局長に採用

茨城県トラック協会人事異動（敬称略）

 この度、茨城トラック協会 事務局長に採用されました皆川
誠司と申します。
　前職は公務員で、自動車運送業などの許認可事務等に従
事しておりました。
 皆様のお役に立てるよう精進して参りますので、ご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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軽油価格調査集計表（20２6年7月）
202６年8月25日現在

（公社）全日本トラック協会

単純集計表 地区：関東／県（沖縄除）

元売別集計表 地区：関東／県（沖縄除）

月間購入量別集計表 地区：関東／県（沖縄除）

支払期限別集計表 地区：関東／県（沖縄除）

軽油価格推移表 地区：関東／県（沖縄除）

※消費税抜きの価格となります。

スタンド平均

132.15 

スタンド平均

132.38 

130.70 

132.51 

スタンド平均

133.84 

134.93 

122.06 

118.68  

スタンド平均

133.99 

131.15 

133.49  

スタンド平均

129.07

127.53

128.21

128.77

132.15

ローリー平均

120.90 

ローリー平均

119.85 

122.27 

120.90 

120.99

ローリー平均

120.67 

121.64 

122.98 

119.55

ローリー平均

121.84 

120.79 

120.72 

ローリー平均

124.37

117.99

120.55

122.80

120.90

カード平均

126.32 

カード平均

123.64 

127.89 

126.05 

127.58  

カード平均

126.40 

125.00 

128.10 

カード平均

121.54 

128.53 

125.72 

カード平均

123.97

122.61

125.20

127.70

126.32

  

　 元 売 名

ＥＮＥＯＳ

出光昭和シェル

コスモ

その他

　　月間購入量

30kℓ未満

30～50kℓ未満

50～100kℓ未満

100kℓ以上

　　 支払期限

30日未満

30～60日未満

60日以上

2026年         3 月

2026年         4 月

2026年         5 月

2026年         6 月

2026年         7 月
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血液型別

A型

O型 AB型

B型

　今月は趣味の時間に身を投じると
一気に上達が早くなるでしょう。極め
ればゆくゆく副収入になることも。ド
ライブ中でも好きな音楽を聞き適度
にリラックスさせることで頭を活性化
させます。また音楽を聴いて口ずさめ
ばさらに効果的。ドライバー職の方は
歌が上手くなるという説があるほど、
車内でカラオケを練習されていると
か。運転中なら誰かに聞かれる心配
もなく心おきなく大声で歌えますよ。

　ナビの誘導で右左折の案内に気づ
かず交差点の直前まできてしまった
場合、「あ、曲がるところだった！」と急
ブレーキをかけ慌てて車線変更をし
たら後続車への迷惑になるばかりか
事故の原因にもなります。落ち着きが
あれば、そのまま進みナビが新しい
ルートを示してくれます。今月は間違
えたのなら潔く受け入れることがテー
マ。急がば回れ、もう一度原点にかえ
ればスムーズに事がすすみます。

　運転の上手な人は道路のずっと先
に意識をおいています。すると、必然
と視界も広く取れ、早くに緊急事態の
前兆を察することができるのです。ま
た、遠くの交差点や交通状況も把握し
ているため、早くに止まるタイミング
を予測でき、穏やかなブレーキで減速
することができます。運転席に座り、

「視線が近いかも」と感じたら、意識し
て道路のずっと前方を見るようにしま
しょう。

　運転中に計画や作業の手順など頭
で整理している方も多いはず。 簡単な
作業の確認程度であれば問題ないで
すが複雑なことを考え始めてしまうと
運転よりもそちらに集中力が向いて
しまう恐れが。考え事をしながらボー
と運転する「漫然運転」をしないよう
に気をつけて。運気も集中することで
パワーを集めることができます。目の
前のことをサクサクこなしていき専念
すると効率もアップするでしょう。

10月4日は語呂合わせで「徒歩の日」。歩くことは健康によく1日20分ずつや歩数に
して約1万歩を歩けば基礎代謝が上がり血流もよくなります。寿命が最大で7年延
びるとも。毎日コツコツと無理なく継続が大切ですね。またドライブでは是非バイキ
ングコースを。今頃は彩りが美しい景色を楽しめますよ。

高野モナミ《プロフィール》　
　電話占い会社「東京エムシー」経営・開運アドバイザー。
　「東京エムシー」では、仕事・金運・恋愛などのお悩みを
　初回20分/1760円(税込)でお電話でご相談頂けます。
　フリーダイヤル 0120-963-416    https://tokyo-mc.com

★ラッキーアイテム：綿の靴下
★ラッキーナンバー：25
★ラッキーカラー：ロイヤルブルー
★開運フード：蕎麦

★ラッキーアイテム：クッション
★ラッキーナンバー：6
★ラッキーカラー：ホワイト
★開運フード：照り焼き

★ラッキーアイテム：レインコート
★ラッキーナンバー：88
★ラッキーカラー：ダークグレー
★開運フード：お粥

★ラッキーアイテム：ダストボックス
★ラッキーナンバー：17
★ラッキーカラー：エメラルドグリーン
★開運フード：小豆

モナミの
今月のことば 10月

10/1～31高野モナミのドライバー幸せ道案内




